
テレビスタンド YFY18008 
ロの度は、

※
※
 

※

※

 

木製見をお買い二げいだだき、

組立説明書

綬にありかと〗 □ さい □す。

この〗レピスタンド糾立説咀言？十分にお読みいたたき、正い〈組立ててこ使用〈たきい。

岨立作業をする場所は、カ ペットや毛布信どを敷いて床や製且に傷っげないように〉‘I意して

ください。

この祖立説唄書を読んだ後は大切に俣管してください。

準備

●絹立て荏助部品の数を雁かめて〈 tこさい。
●プ フス（＋） 卜＇フイ／＼ーを目隠してください。

扇調整用て長さ 85mm以＼の］゜ラスドライハーを準情してください。

※岨立て

●祖立ては、
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完成図

裏団の紅立祝唄区に従って王し〈祖立ててください。
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くお使いいただくために
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この表示を焦視して、誤った取扱いをすると、人が死

亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して

います。

企

絵表ホの例

（右）

、ヽ

j左（
 

[
[
 

板側

A記号は江意（危険・警告を含む）を促す肉容がの

ることを告けるものです。

図の中に具体的な江意内容が描かれています。
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この表示を無視して、誤った取汲いをすると、人が傷害を

負う可龍性が想定される内容、ぢよび物的損言のみの発生

が想定される内容を示してい言[。
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心注意

R記号は禁止の行為てあることを告げるものて＇

す。図の中や酒傍に貝体飢な禁土内容か描かれて

います。
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・ーぐらついに台の上や傾いに所など不安定な場

所に置かないて＂ください。落ちたり、倒れた
りして、 けかの原因となります。 0] 

●使戸中にネジのゆるみによるカタッキが生した

場合はネジを締め直してください。
締め白してもカタッキが直らない場合は、使用
を中にして〈ださい。

●フ゜ラズマテレピ、及び、液晶プレピを設詈の際
には、メーカー専用スタンドを取り付けの上、

テンピスタンドに設置してください。
また、テレピとテレビスタンドとの間に、オ旨を

はさまないよう気をつけてください。

●天災等の不可抗力やお客様のお恥扱い上の不注
息不塁な修埋・改造による故障・破損尋は保

言iE致しかねよす。

●テレピや収納機器などをテレピスタンドに
載廿るとき、冨源コードをはさみこまない

ように注意してく t：：：：さい。
コードに傷がついて火災や感電の原因とな
る恐れかあります。

●このテレピスタンドのエに乗ったり、ふら
下がったり、押して茄んだりしないてくだ
さい。牛寺にお二様には、こ注意ください。
但れtこり落ちたり、壊れtこりして六l]かや

死亡の原囚となることがあります。

●このテレビスタント'(J)上にテンピ以外の重

い物を置かないてください。バランスかく
ずれて1到れたり、落下して、 l]がの原囚と

なる恐れがあります。

●テレピスタンドを移璽力させる場合は、設置
された機器などを取り除いてから注意して
行ってください。転倒していがの原因とな

る恐れかあります。
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その他の；王意

置き場所について
●直射日光が当たる場所や熱器且の近くに置かないてください、光や

熱の影害て＇変形、変色の原因となることがあります。

裏面もよくあ‘読人〈tこさい、祖ぷ立て方なとを記賊してら‘りまq。
※改良のため、仕様及び外観は予告なく笈更することかありますのて＇、こ了承ください。

お手入れについて
●テレピスタンドの汚れは、柔らかい乾いた布て＂軽くふき取ってくだ

さい。濡れた布てふくと、表面がはがれたり変色したりする原因と

なることがあります口



YFY18008 
天板の裏面にシャフト 6個を取り付けます。

： 

シャフト

心□慧床や製品に傷を付けないようにするため、カーベットや毛布、

または、梱包材て使われていました発泡シ一卜等を敷いて作業
を行ってくたさい。

仕切板（石）

側板（左、右）、仕tJ]板（左、右）に付い

ているジョイント金具（カム）の方向を確
認します。

二角部

溝部

ジョイント金具（カム）

穴庄いみ

国
込

ロ

し

木

ロ
※ ジョイント金具（力△）の三角部が木口面にあいて

いる、シャフト差し込み用穴の方向に向いているこ

と、また、奥まて差し込めら八ていることを確詔しノ

てください。

4-2 仮組みした仕切板（左、右）、固定棚

板を天板にセットして固定します。

仕切板（右）

仕切板（左、右）、固定棚板を仮
組みします。

仕切板（左）

固定棚板

仕切板（左）

前にする

化粧木口団を

飢にする

ジョイント金具（力△）

を締め付ける

※天板に付けたシャフトに仕切板（左、右）を差し込み、

ジごイント金具（力△）をしっかりと締め付けてくにさい。

地板を取り付けます。
※旭板を固定後、クッソ三ン8枚を貼り付けてください。

曹

クッション 8枚
9 9  

地板ヘ ノクミ、 9 
翫 ノクつ忍 ｀ 
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組立ネジ 6本
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•裏面もよ〈あ襲外〈ださい。

9 l扉（左、右）を取り付けます。 1 

扉（右）

心、江意裏板の抜き取リ部を取る際、ささくれや切断雨て＇、手
や指在傷つけないよう注意してください。

天板に側板（左、右）を取り付けます。

側板（左）

テーパ一部を

前にする

※天板に付けたシャフトに側板（左、右）を差し込み、

ジョイント合貝（力△）をしっかりと締め{]けてください。

裏板をセットします。

裏板

黒い面を門信lj（前面）にする

テレピ台を静かに反転して、裏板を固定しま
＋ 

※配緑，放熱のため、裏板の[ |郭を抜き

取ることがてきます。

※裏板は左右均等に配置して

固定してください。

、、
、℃

①天板の下面にあいている軸受け穴に、扉の上釉を五
し込みます。

②地加のフ゜ッシュ式の釉受けを指て岬:込みます。

⑤扉の下軸をブッシュ式固犯受けの穴位置に合わせ、押

えていた貼受けをはなし扉を取り付けます。

プッシュ式軸受け

京プッシュ式粕受けは

指て＂］日りと中に入ります。

指をはなすと戻りよす。 プッシュ式軸受け

※裏板の黒い面を内側にして、天板の溝に差し込んて＇

ください。

棚板をセットします。

①側板（石）、仕切板（右）に

棚ピン4個を差し込みよす。

⑦相板を挿入し、棚ピン

4ヵ所の上に歓せてください。

引出しを取り付けます。

火直パッドを2ヶ所、固定棚板前木口

に仕切板より向側約 10mmの所に

貼ってください。

弓山

弓出しの取り外し

中レー）レのレ1日
火＝レー）レのレ／＼ーを

押しながら弓昌しを

引き抜いてください。

米引出しのレー）レ部を中ンー）レ部に差し込んて＂、奥まて'’

押し込んてください。

引出しを引さ□してレールか抜けないことを確認してください。
抜ける場合は中レール郎を押さえて引出しを押し込んて’'ください。


